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「
働
く
者
の
団
結
で
生
活
と
権
利
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
ろ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
七

六
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
、
全
世
界
の
「
統
一
行
動

日
」
で
あ
る
五
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。

民
間
労
組
懇
・
田
宮
氏
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、

東
水
労
・
丸
林
副
委
員
長
、
国
労
東
京
・
笹
原
書
記

長
を
議
長
団
に
選
出
し
た
の
ち
、
主
催
者
を
代
表
し

て
国
労
東
京
・
阿
部
委
員
長
が
「
春
闘
、
平
和
と
民

主
主
義
問
題
」
や
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
お
け
る
重
大
事

故
に
つ
い
て
、
安
全
の
確
保
が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
次
に
、
都

労
連
・
増
淵
委
員
長
の
連
帯
挨
拶
、
東
京
都
・
関
谷

産
業
労
働
局
長
と
福
島
み
ず
ほ
参
議
院
議
員
か
ら
の

来
賓
挨
拶
、
都
高
教
・
松
家
執
行
委
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
＆
中
川
五
郎
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｓ

Ｋ
Ｉ
の
演
奏
、
全
国
一
般
な
ん
ぶ
・
郵
政
労
働
者
ユ

ニ
オ
ン
・
国
労
東
京
闘
争
団
・
全
国
一
般
東
京
労
組

か
ら
の
決
意
表
明
・
訴
え
が
行
わ
れ
、
ア
ピ
ー
ル
採

択
、
議
長
団
解
任
、
全
労
協
・
藤
崎
議
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
の
後
、
二
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
デ
モ

行
進
に
出
発
し
た
。

な
い
成
績
率
二
％
増
額
支
給
実
施
を
回
答
し
た
。
国

労
は
直
ち
に
「
支
給
の
基
準
」、「
そ
の
人
数
」、「
そ

の
原
資
」
明
確
化
を
申
し
入
れ
交
渉
し
た
が
、
何
の

合
理
的
理
由
も
示
さ
ず
、
貨
物
労
組
組
合
員
の
九

〇
％
以
上
に
二
％
増
額
支
給
し
、
国
労
に
は
、
一

〇
％
台
し
か
支
給
し
な
か
っ
た
。
〇
二
年
五
月
に
救

済
を
求
め
、
不
当
労
働
行
為
と
し
て
東
京
都
労
働
委

員
会
に
申
し
立
て
た
も
の
。

命
令
は
、
増
額
の
導
入
に
際
し
た
誠
実
さ
を
欠
く

対
応
、
及
び
嫌
悪
の
情
を
考
え
れ
ば
、
本
件
増
額
の

適
用
結
果
は
、
会
社
が
協
調
す
る
貨
物
労
組
組
合
員

を
有
利
に
取
扱
い
、
嫌
悪
す
る
国
労
組
合
員
に
は
適

用
を
少
数
に
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
労
の
影
響

力
減
殺
、
国
労
の
弱
体
化
を
企
図
し
た
支
配
介
入
と

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
貨
物
労
組
は
四
回
の
「
労
使
共

同
・
協
力
宣
言
」
を
結
び
、
会
社
施
策
に
全
面
協
力

を
誓
い
、「
血
を
流
し
て
も
」
効
率
化
に
協
力
す
る

こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
会
社
は
、
「
昇

進
・
出
向
・
配
転
・
転
勤
等
」
で
貨
物
労
組
を
優
遇

し
、
国
労
差
別
を
徹
底
し
た
。
し
か
も
、
会
社
と
貨

物
労
組
は
、
施
策
提
案
前
に
「
事
前
協
議
」
を
行
い
、

そ
の
場
で
の
決
定
事
項
を
各
組
合
に
提
案
す
る
と
い

う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

今
回
の
勝
利
命
令
は
、
昇
進
・
出
向
・
配
転
・
転

勤
な
ど
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
負
け
ず
、
奮
闘
し
て
き
た

五
月
一
一
日
東
京
都
労
委
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に

対
し
て
、
〇
一
年
度
期
末
手
当
支
払
い
差
別
支
給
に

つ
い
て
、
国
労
の
主
張
を
認
め
、「
会
社
全
体
の
平

均
適
用
率
と
同
率
と
な
る
よ
う
」
是
正
を
命
じ
る
不

当
労
働
行
為
救
済
命
令
を
交
付
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
が
〇
一
年
度
の
夏

季
・
年
末
手
当
回
答
の
席
上
、
突
然
、
就
業
規
則
に

武
蔵
野
・
京
浜
東
北
・
宇
都
宮
・
高
崎
・
埼
京
・

川
越
の
六
線
を
持
ち
、
三
〇
分
会
四
五
〇
名
の
組
合

員
で
構
成
す
る
大
宮
支
部
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
に

支
社
発
足
に
併
せ
て
、
地
区
本
部
と
共
に
結
成
さ
れ

た
。
運
転
三
・
運
輸
一
七
（
駅
一
五
・
車
掌
二
）
・

工
務
六
・
電
気
三
・
貨
物
一
の
分
会
で
成
り
立
ち
、

職
能
別
協
議
会
は
地
区
本
部
が
中
心
と
な
り
、
支
部

と
し
て
は
運
輸
の
み
。

緊
急
以
外
は
月
一
回
の
執
行
委
員
会
で
意
思
統
一

し
、
組
合
員
個
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
学
習
会
づ

く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
再
雇
用
制
度
・
昇
進
試
験
・

業
務
問
題
学
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
レ
ク
は
野

球
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
ほ
か
、
毎
年
六
月
に
組
合
員
・

家
族
を
対
象
に
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
も
ハ
イ
キ
ン
グ
・
歴
史
探
索
・
温
泉
を
セ
ッ
ト

に
し
て
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
少
人
数
分
会
の
仲

間
で
も
集
ま
れ
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
と
な
っ
て
い

る
。教

宣
部
と
し
て
は
、
レ
ク
な
ど
へ
の
参
加
呼
び
か

け
を
行
う
一
方
、
行
事
開
催
に
極
力
参
加
し
な
が
ら

写
真
の
活
用
も
含
め
て
、
機
関
紙
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。

支
部
は
、
職
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を

中
心
に
、
仕
事
を
知
り
、
仕
事
を
見
直
す
こ
と
に
よ

る
安
全
へ
の
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。
組
織
的

に
は
試
験
問
題
が
あ
る
が
、
職
場
に
よ
っ
て
は
、
現

場
長
に
よ
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
も
散
見
さ

れ
る
の
で
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い

る
。最

後
に
松
井
書
記
長
は
「
仕
事
の
議
論
を
行
い
、

良
い
意
味
で
会
社
と
ケ
ン
カ
を
し
て
い
く
。
職
場
で

も
仕
事
の
議
論
を
行
い
、
そ
れ
が
中
心
に
座
る
こ
と

に
な
る
。
組
合
員
が
集
ま
れ
る
結
集
軸
を
つ
く
り
、

機
敏
に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

（
大
宮
支
部
教
宣
部
長
・
佐
藤
薫
）

国
労
組
合
員
を
大
い

に
励
ま
す
も
の
で
あ

る
。Ｊ

Ｒ
貨
物
会
社
が

鉄
道
事
業
と
し
て
健

全
な
発
展
を
と
げ
、

社
員
が
安
全
で
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
状
況
を
確
立
す
る

た
め
に
、
さ
ら
に
奮

闘
す
る
決
意
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
が
命
令
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
命
令

の
完
全
な
履
行
を
求
め
る
。

命
令
受
け
取
り
後
、
交
通
会
館
に
於
い
て
、
勝
利

命
令
報
告
集
会
が
開
催
さ
れ
、
酒
田
委
員
長
は
「
貨

物
会
社
は
都
労
委
命
令
を
真
摯
に
受
け
止
め
服
す
る

よ
う
求
め
る
」
と
し
た
。

担
当
弁
護
団
の
牛
久
保
弁
護
士
か
ら
は
「
会
社
の

主
張
が
全
面
的
に
批
判
さ
れ
た
命
令
で
あ
り
、
基
本

的
に
は
勝
利
命
令
。
だ
が
会
社
全
体
の
平
均
適
用
率

と
同
率
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
、
比
率
的
に
は
少
な

い
も
の
。
現
場
で
の
調
査
が
実
を
結
ん
だ
。」
と
命

令
の
解
説
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
全
国
貨
物
協
議
会
・
久
松
議
長
の
決
意
表

明
を
受
け
て
、
更
な
る
闘
い
の
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

支
部
と
運
協
の
役
員

支
部
レ
ク
で
…
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り
夜
間
作
業

が
増
え
、
仕

事
の
密
度
が

濃
く
な
っ
た
」

と
い
う
点
。

職
場
で
の

取
り
組
み
で

は
「
統
一
し

た
休
日
申
し

込
み
や
職
場

要
求
の
会
社

申
し
入
れ
」

の
報
告
受
け

た
。
し
か
し

今
回
の
出
向

以
降
、
職
場

集
会
の
開
催

や
機
関
へ
の

結
集
が
難
し

い
な
ど
の
報
告
も
受
け
た
。

議
長
集
約
と
し
て
、「
各
職
場
で
の
取
り
組
み
や

現
状
を
踏
ま
え
、
国
労
と
し
て
職
場
か
ら
の
闘
い
を

基
本
に
、
労
働
条
件
改
善
や
本
人
の
希
望
が
実
現
で

き
る
職
場
づ
く
り
」
を
確
認
し
た
。

ま
た
二
部
の
交
流
会
で
は
、
総
会
の
中
で
話
し
き

れ
な
か
っ
た
事
に
つ
い
て
懇
親
を
深
め
、
東
京
出
向

連
の
佐
藤
組
合
員
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し

た
。

（
国
労
東
京
出
向
連
議
長
・
鈴
木
忠
）

五
月
一
〇
日
、

組
織
拡
大
に
向

け
た
職
場
オ
ル

グ
が
横
浜
支
部

で
展
開
さ
れ
た
。

冒
頭
支
部
事

務
所
で
、
オ
ル

グ
行
動
成
功
に

向
け
た
意
思
統

一
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
鶴
見
線

営
業
所
分
会
の

職
場
集
会
に
入

り
、
地
本
・
笹
原
書
記
長
か
ら
「
昇
進
和
解
協
議
に

向
け
た
国
労
の
態
度
、
西
日
本
に
お
け
る
事
故
、
組

織
拡
大
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
頑
張
っ
て

い
こ
う
」
と
の
話
が
さ
れ
た
。

午
後
、
地
本
・
斉
藤
組
織
部
長
も
参
加
し
て
、
支

部
・
平
田
委
員
長
を
は
じ
め
支
部
役
員
、
地
区
・
運

輸
協
議
会
役
員
二
〇
名
以
上
の
仲
間
と
共
に
三
班

（
川
崎
地
区
・
横
浜
地
区
・
横
須
賀
線
地
区
）
に
分

か
れ
て
、
地
本
・
組
織
拡
大
ビ
ラ
と
神
奈
川
地
区
本

部
運
輸
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
を
持
ち
歩
き
な
が
ら
オ
ル

グ
行
動
に
入
っ
た
。

夕
方
か
ら
支
部
に
集
合
し
、
支
部
・
小
桜
組
織
部

長
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
今
回
の
行
動
で
の
意
見
や

感
想
を
出
し
合
い
交
流
し
た
。
交
流
の
中
で
出
さ
れ

た
こ
と
は
「
国
労
組
合
員
が
職
場
の
中
心
と
な
っ
て

お
り
新
規
採
用
の
面
倒
を
見
て
い
る
姿
が
そ
こ
に
あ

っ
た
こ
と
」
「
新

規
採
用
者
に
ビ

ラ
を
渡
す
と
気

持
ち
よ
く
受
け

取
っ
て
く
れ
た

こ
と
」
「
管
理
者

と
会
っ
た
が
御

苦
労
様
と
挨
拶

が
さ
れ
以
前
と

は
違
う
状
況
の

変
化
が
感
じ
ら

れ
た
こ
と
」
な

ど
、
短
い
時
間

催
し
た
。

今
回
の
総
会
は
「
設
備
部
門
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
再

構
築
」
が
三
年
経
過
し
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
と
Ｊ

Ｒ
の
問
題
点
、
各
職
場
で
の
問
題
点
や
取
り
組
み
の

報
告
を
受
け
る
、
今
後
の
出
向
連
活
動
に
と
っ
て
大

事
な
総
会
と
な
っ
た
。

地
本
・
宮
崎
執
行
委
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
結
成

か
ら
の
経
過
を
含
め
た
報
告
を
受
け
た
。
東
京
地
本

を
代
表
し
て
笹
原
書
記
長
よ
り
「
西
日
本
に
於
け
る

列
車
事
故
を
契
機
と
し
た
鉄
道
部
門
に
お
け
る
安
全

に
対
す
る
取
り
組
み
、
組
織
拡
大
行
動
の
取
り
組
み
」

の
報
告
を
受
け
、
通
信
・
電
力
・
配
電
・
施
設
検

修
・
機
械
の
五
分
散
会
を
行
っ
た
。

各
分
散
会
報
告
に
お
け
る
特
徴
は
、「
要
員
不
足

に
よ
り
月
二
〇
〜
三
〇
時
間
の
超
勤
が
発
生
」「
連

続
夜
勤
も
計
画
」「
障
害
事
故
の
取
り
扱
い
三
項
目

が
無
視
さ
れ
て
い
る
」
ま
た
「
出
向
満
了
時
発
令
で

本
人
の
希
望
通
り
に
な
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
に
戻
っ
て
も
元

職
場
で
は
な
く
遠
い
職
場
」「
Ｐ
会
社
か
ら
他
の
Ｐ

会
社
に
出
向
発
令
さ
れ
る
」「
発
令
で
要
員
減
に
な

五
月
二
〇
日
、
昨
年
開
催
で
き

な
か
っ
た
待
望
の
第
六
回
海
釣
り

大
会
が
、
川
崎
・
つ
り
幸
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
地
本
の
大
会
と
し
て

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
腕
は
さ
て
置

き
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
期
待
し

て
観
音
崎
沖
や
剣
崎
沖
に
、
い
ざ

出
船
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
ら
棚
を

変
え
よ
う
が
竿
先
が
ピ
ク
リ
と
も

し
な
い
。

結
果
、
ア
ジ
船
の
竿
頭
は
六
匹
、

タ
イ
船
は
何
と
ゼ
ロ
！
の
た
め
、

外
道
の
サ
バ
の
本
数
で
競
う
羽
目

に
な
っ
た
。

来
年
こ
そ
は
、
天
候
も
釣
果
も

良
い
大
会
に
な
る
と
い
い
な

ー
！
！

【
鯛
の
部
（
外
道
）】

優
　
勝
　
北
條
芳
明
さ
ん

（
大
井
工
場
）

準
優
勝
　
松
浦
光
成
さ
ん

（
大
宮
・
川
越
電
車
区
）

第
三
位
　
佐
藤
　
治
さ
ん

（
大
井
工
場
）

【
鯵
の
部
】

優
　
勝
　
綾
　
　
亨
さ
ん

（
上
野
・
松
戸
駅
）

準
優
勝
　
栗
原
　
哲
さ
ん

（
大
井
工
場
Ｏ
Ｂ
）

第
三
位
　
落
合
直
樹
さ
ん

（
八
王
子
・
豊
田
電
車
区
）

第
一
〇
回
国
労
東
日
本
本
部
野
球
大
会
が
、
五
月

一
二
日
・
一
三
日
に
大
宮
健
保
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
た
。
五
月
と
思
え
ぬ
肌
寒
い
陽
気
に
も
拘
わ
ら
ず
、

「
昔
取
っ
た
杵
柄
」
を
発
揮
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

東
京
地
本
は
準
備
地
本
の
た
め
、
Ａ
（
新
橋
支

部
）
・
Ｂ
（
横
浜
支
部
）
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

第
一
試
合
で
は
、
Ａ
チ
ー
ム
は
辛
く
も
秋
田
チ
ー
ム

に
同
点
に
追
い
つ
き
引
き
分
け
た
が
、
Ｂ
チ
ー
ム
は

長
野
チ
ー
ム
に
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
と
い
う
屈
辱

を
味
わ
っ
た
。
こ
れ
で
上
位
進
出
を
諦
め
か
け
た
が
、

し
ぶ
と
く
抽
選
に
よ
り
、
Ａ
チ
ー
ム
は
決
勝
戦
に
、

Ｂ
チ
ー
ム
は
三
位
決
定
戦
に
進
ん
だ
。
結
果
Ａ
チ
ー

ム
は
、
長
野
チ
ー
ム
の
原
選
手
（
ピ
ッ
チ
ャ
ー
）
の

好
投
・
巧
打
の
前
に
破
れ
準
優
勝
と
な
っ
た
。
Ｂ
チ

ー
ム
は
秋
田
チ
ー
ム
に
勝
ち
三
位
と
な
っ
た
。

次
の
大
会
は
、
ま
た
二
年
後
と
な
る
。

国
労
東
京
出
向
連
は
五
月
一
四
日
、
東
京
滝
野
川

会
館
に
於
い
て
七
四
名
の
参
加
で
第
二
回
総
会
を
開

だ
っ
た
が
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
手
ご
た
え
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
オ
ル
グ
と
な
っ
た
。

準
優
勝
の
新
橋
支
部
チ
ー
ム

第
三
位
の
横
浜
支
部
チ
ー
ム


